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日本原産のワサビには、6-(methylsulfiny)hexyl isothiocyanate（6-MSITC）という特

有のイソチオシアネートが豊富に含まれている。6-MSITCはがんや生活習慣病の予防をは

じめとした、多様な健康効果を有することが報告されている。これまで、6-MSITCの健康

効果は抗酸化応答を介した細胞ストレス保護作用に基づくと考えられてきた。しかし

我々は、6-MSITCが細胞内成分の分解機構であるオートファジーを活性化することを見出

した。そこで本研究では、6-MSITCのオートファジー誘導機構とその健康効果との関連を

解明することを目的に研究を行った。その結果、6-MSITC が栄養飢餓と関連する mTORC1

シグナルとは異なるメカニズムによりオートファジーを誘導することを見出した。また、

6-MSITCはオートファゴソーム形成ではなく、オートファジーの後期過程およびリソソー

ムの生合成を亢進することを明らかにした。さらに、6-MSITCのリソソーム整合性に関わ

る複数の転写因子を同定した。以上の結果から、6-MSITCが発揮する多様な健康効果がオ

ートファジー・リソソーム分解の亢進に起因している可能性が示唆された。6-MSITCは健

康へのリスクが少ないオートファジー活性成分として健康寿命延伸や QOL 向上に寄与す

る機能性シーズとなると期待される。 

 


